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「暮らしを見つめなおす講座④ 遺産分割・遺言および裁判員制度」 

を開催しました 

 

 

 

平成２２年１０月６日，高松家庭裁判所 

事務局 総務課長 小西 孝雄さんを講師に 

お迎えしました。 

遺産分割と遺言について丁寧に説明して 

くださり，受講生からの質問にも１つ１つ 

お答えいただきました。 

 

 

 

 

相続人と相続分について相続関係図を見ながら様々なケースを想定したり，遺言作成に

あたって注意しなければならないことを学びました。自筆証書遺言は，署名だけでなく全

文自筆でなければならないこと，遺言に明記していても裁判所の判断で遺言のとおりには

ならなかったり，法的拘束力がない事項があることなど知っているようで知らないことが

多くありました。 

遺産相続について，相続人の意向などが整っている場合は司法書士に，くわしい相談を

したい場合は弁護士に，調停になりそうな場合は家庭裁判所の手続き案内に相談すると良

いそうです。 

 

 

 

講座の後半には，昨年から始まった裁判員 

制度についての質問にも答えてくださいまし 

た。 

香川県でも毎月数回行われていて，平成２ 

３年度には，香川県内で３，４００人が裁判 

員候補者として選ばれる予定だそうです。い 

つ自分が選ばれても良いように心の準備が必 

要だと感じました。 


